
２学期終業式 講話  ■令和２年１２月２５日  

「けじめ」 

 

２学期終業式のお話しをします。 

長かった２学期もとうとう終わろうとしていま

す。何日あったか知っていますか？８４日間あり

ました。なんだか終わってみたら短かったなあと

校長先生は思いました。 

さて、２学期が終わるということは、今年令和

２年ももう終わりです。そこで、きょうはけじめ

をつけましょうというお話しをします。 

「けじめ」ってわかりますか？区別をはっきり

つけること、責任をとるという意味のことばです。

そこで、こんなことわざがあります。「１年の計は

元旦にあり、１年のけじめは大晦日にあり」 

意味は、１年のはじめに今年の目標をたてまし

ょう、そして大晦日には１年の反省をしましょう

という意味です。もう少し詳しく言うと、今年は

今年、来年は来年と、嫌なことなどをいつまでも

うじうじと引きずるのではなく、１２月３１日で

いったん忘れて、１月１日には新しい気持ちでが

んばっていきましょうということです。 

今年は本当に色々なことがありました。校長先

生も先生を３０年間やってきましたが、臨時休校

などはじめてのことばかりで、皆さんも大変な思

いをしてきたと思います。 

来年こそはコロナもおさまって、今までどおり

の学校生活ができればいいなあと強く願っていま

す。きっちりけじめをつけて、いい令和３年をむ

かえることができたらなあと思います。 

冬休みは短いです。でも、大晦日やお正月など

大きな行事がたくさんあって、事故やケガが起こ

りやすい休みでもあります。この間もお話ししま

したが、この冬休み安全や健康には十分注意して

過ごしてください。そして、１月７日の３学期始

業式には全員が笑顔で登校できますよう祈ってい

ます。それではみなさん、良いお年をお迎えくだ

さい。 

 

 


